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複素多様体上の C∞ ベクトル束のうち，それ自身複素多様体であり，射影が正則で，かつ正則な局所枠が存

在する，という条件を満たすものを正則ベクトル束という．特にここでは Hermite計量の入った Hermite正

則ベクトル束を考える．正則ベクトル束においてはその断面は正則であるものが考えられるが，この正則断面

については次のようないわゆる消滅定理というものが知られている．

定理 1 ([2]) E をコンパクト複素多様体M 上の階数 r の正則ベクトル束とし，hを E の Hermite計量，K

を (E, h)の標準接続から定義された曲率とする．正則局所枠 e1, . . . , er とM の局所座標系 z1, . . . , zn を用い

て hαβ̄ = h(eα, eβ), Kα
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= −∂/∂z̄j(
∑
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はM の各点で負定値 Hermite行列になるとする．このとき，E の正則断面は 0に限る．

上記定理から，いくつかの系が得られる．例えば，

系 1 ([2]) M をコンパクトな n次元 Hermite多様体とし，そのスカラー曲率は正であるとする．このとき，

M 上の正則 n-形式は 0に限る．

現在は [1]などを読みながら，これらの定理及び系を理解すること，また定理の条件を満たす多様体の具体

例を構成することを主な目標としている．
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